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１． 研究成果の概要 

１.１ 研究の概要 

過去数十年の間に肥大化した人間活動が、地球上の生物多様性や生態系を著しく損ない、そのことが

私たちの社会、経済、そして環境の持続可能性の基盤を揺るがすことが危惧されている。生物・生態系

環境研究分野では、地球上の多種多様な生物と、それらがくらす生態系の構造と機能に関する調査・研

究に基軸を置きながら、生物多様性と生態系の保全の実践を支える研究ならびに事業を進展させる。そ

して、これらの研究による科学的な裏付けを提供することを通じて、生物多様性条約・第 10 回締結国

会議（2010.10）で採択された愛知目標の達成や名古屋議定書締結国の責務に貢献する。さらに、アジ

アスケールや局所的に生起する様々な環境問題、ならびに東日本大震災や福島第一原子力発電所の事故

などから生起した環境問題の解決のための研究に、生物・生態系環境の視点から取り組む。 

様式１ 



課題対応型研究「生物多様性重点研究プログラム」では、広域的な生物多様性の状況を効率的に観測

する手法を開発するとともに、集積された観測データにもとづいて生物多様性の状況や保全策の効果の

評価と、将来の状況の予測を行う。また、生物多様性への直接の圧力要因のうち特に早急な対応が求め

られるものとして愛知目標に挙げられている侵略的外来生物、遺伝子組換え生物および気候変動の影響

の実態を把握し、効果的対応策の立案に必要な将来予測を行う。観測手法の開発においては、リモート

センシングデータ及び分子遺伝学的な情報の活用手法を確立する。総合的な評価と予測にあたっては、

集積されたデータにもとづいて生物多様性の状況を適確に表現する指標の開発を行う。さらに、これら

の成果を活用しつつ、外来生物、温暖化の影響評価と対策など、具体的な問題の解決に取り組む。また、

地域環境研究センターが主体となって実施する先導プログラム「流域圏生態系研究プログラム」に参画

し、アジア流域圏での生態系機能の定量化の研究を通して、最適な生態系の保全・再生の方法を探る。

一方で、研究者が幅広く自由な発想で実施することができる提案型研究で構成するセンタープロジェク

トを設け、生物多様性を保全するための基礎研究を実施するとともに、自然科学と人文・社会科学との

連携・融合を重視した研究シーズを積極的に育てる。 
環境研究の基盤整備としては、長期的な視野に立ち、生物多様性・生態系保全研究の基盤となる生物

資源の保存・提供事業（「環境微生物および絶滅危惧藻類の収集・系統保存・提供」と「絶滅に危機に

瀕する野生生物種の細胞・遺伝子保存」）や長期モニタリング（湖沼モニタリングと組み換え遺伝子モ

ニタリング）を継続するとともに、今後の利用やニーズを踏まえ、生物多様性の情報整備・提供にも着

手する。長期湖沼モニタリングについては、地域環境研究センターと環境計測研究センターと共同で実

施する。 
研究プログラム・プロジェクトと環境研究の基盤整備は、おのおのが国内外の研究機関や国際的なネ

ットワークと連携を取り、双方向での連携を強化する。 

 
１.２ 今年度の実施計画概要（平成２３年度国立環境研究所年度計画に準ずる。） 

生物多様性研究プログラム 

プロジェクト１「生物多様性の景観的および遺伝的側面とその観測手法に関する研究」では、生物多様

性の評価・予測への応用の観点から土地利用図等基盤情報を収集・整理する。また、遺伝的解析手法の

分類群同定における有効性の検証を、情報蓄積の多い生物群から開始する。プロジェクト２「生物多様

性の広域評価およびシナリオ分析による将来予測に関する研究」では、日本全国スケールでの生物分布

推定モデルを構築する。また、現状の保護区と生物分布の関係のギャップを明らかにする。プロジェク

ト３「人為的環境撹乱要因の生物多様性影響評価と管理手法に関する研究」では、外来種の影響を受け

ている在来種の回復を指標として外来種防除手法を開発する。また、陸域、海域での温暖化の影響を検

出するためのモニタリング手法を開発する。 

流域圏生態系プログラム「戦略的アセスメント技術の開発と自然再生の評価」プロジェクト 

メコン川流域ならびにベトナム沿岸域で重点研究サイトを選定し、サイトごとに定期的なサンプリング

体制を整備する。すでに取得してある魚類の耳石サンプルを分析し、主要な水産資源である回遊魚の回

遊生態を解明する。沿岸域（干潟等）の底生生物の種多様性・生態系機能についてデータベース整備を

開始する。 

提案型センタープロジェクト：提案課題から、１）生物多様性保全の根拠を提供するための基礎的研究、

２）生物多様性・生態系への影響評価予測についての研究、３）生物多様性の社会的な主流化の推進に

貢献する自然科学と人文社会科学との連携・融合研究、について 12 課題を採択し実施する。 

環境研究の基盤整備： 

環境微生物および絶滅危惧藻類の収集・系統保存・提供：高品質株の維持・管理、株情報の整備。凍結

保存による効率化。重要種、タイプ株、レファレンス株の寄託受入れおよび保存株の提供。絶滅危機藻



類について、淡水産紅藻株の凍結保存（20 系統）とシャジクモ類株の単藻化（5系統）。 

絶滅の危機に瀕する野生生物種の細胞・遺伝子保存：絶滅危惧鳥類等の体細胞、生殖細胞および遺伝子

の長期保存。飼育下繁殖用のヤンバルクイナについて、保存試料を活用して遺伝子情報から適切な繁殖

計画を立てるための情報の提供。 
長期モニタリング：湖沼等の長期モニタリングの継続と手法の改良・開発。データ活用の促進。 

生物多様性・生態系情報の整備：既存のデータベースの拡張。新規データの整備と提供の開始。 

震災対応研究：塩生植物による土壌からの放射性セシウム除去技術開発、津波による植生影響の研究。 
 

１.３ 研究予算 

（実績額、単位：百万円） 

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 累計 

①運営費交付金 220.3      

②総合科学技術会議が

示した競争的資金 
122.8      

③②以外の競争性のあ

る資金(公募型受託費

等) 

    

71.6 
     

④その他の外部資金    81.4      

総額 496.2      

 

 



 

１.４ 平成２３年度研究成果の概要（生物・生態系環境研究分野） 

【生物多様性研究プログラム】 

平成２３年度の目標：生物多様性関連情報の観測手法の開発や、既存データの整備(PJ-1)と、データの

利用・解析 (PJ-2、 3)の連携、および具体的脅威への取り組み(PJ-3)と包括的保全デザイン(PJ-2) の

連携に留意してプログラムを立ち上げる。 

平成２３年度の成果（成果の活用状況を含む）： 
○全国レベルでの生物多様性関連情報の整備および生物多様性の状況の効果的な観測手法の開発を行

う PJ-1 が、国土全体の効果的な保全の方策を科学的に示す PJ-2、 緊急に対応が必要な生物多様性へ

の脅威の把握と対策に取り組む PJ-3 に適切にデータを提供すること、PJ-2 が描く国土利用デザインの

なかで、PJ-3 が取り組む具体的脅威が十分に考慮されることに配慮し、事前の議論と情報交換を十分

に行ったうえでプログラムをスタートさせることができた。 
○日本全体で効率よく保全を進めるために、優先度が高い地域の試算結果が環境省自然環境計画課によ

る生物多様性評価の地図化検討会で活用されるなど、現段階でも成果が行政等に提供される事例が出て

いる。 

○収集・整備した分布データ、環境データを用いて、日本国内の絶滅危惧植物・固有種について、地形・

気候・土地利用に関する変数を説明変数とした分布推定モデルを作成した。このモデルを用いた解析結

果を環境省野生生物課において改定を進めている希少野生生物分布状況等データベースに提供した。 

【流域圏生態系プログラム「戦略的アセスメント技術の開発と自然再生の評価」プロジェクト】 

平成２３年度の目標：調査地の選定とサンプリング体制の整備および耳石解析による回遊生態解明 

平成２３年度の成果： 
○タイ・ウボンラチャタニ県のメコン流域にあるシリントーン・ダム貯水池にて底泥と湖水の予備的調

査を現地大学（ウボンラチャタニ大学）、またダム貯水池を管理するタイ水産局と共同で実施した。 
○これまでに採集した淡水魚の耳石のうち、メコンの代表的水産有用種であるコイ科回遊魚 Siamese 
mud carp (Henicorhynchus siamensis)の耳石について元素分析をほぼ終了し、いくつかの知見を得た。

○エビ養殖等で破壊されたベトナムのマングローブ再生候補地を現地調査した。 
【センタープロジェクトなどプログラム以外の研究】 

平成２３年度の目標：生物多様性・生態系保全に関する研究について、若手研究者による提案型研究を

育てる。 

平成２３年度の成果：提案型研究では、侵入生物による絶滅リスク評価、小笠原諸島を対象とした外来

種駆除による在来生物への影響などについて新しい知見を得た。安定同位体比データを統合し、食物網

を構成する全消費者への異なる餌資源の貢献比率を推定するモデルが開発され、今後、生態系への影響

評価などに活用できる。 
【環境研究の基盤整備】 

平成２３年度の目標：環境微生物・絶滅危惧生物の収集・保存・提供、長期モニタリングの継続、生物

多様性・生態系の情報整備の開始と一部データ提供の開始。研究活動の広報の強化のためホームページ

を立ち上げ 

平成２３年度の成果： 
○環境微生物・絶滅危惧生物の保存業務は順調に実施された。分譲の件数も昨年度同時期の数値を上回

り事業を通して広く微細藻類に関する学術の発展に寄与した。夏の一般公開に合わせ絶滅危惧藻類の分

類についてのパンフレットを作成し配布した。シャジクモ類の生育状況は本年度改定中の環境省レッド

リストの基礎資料に活用される。 
○長期湖沼モニタリングでは放射性物質を測定項目に加えた。魚類についても茨城県と漁協の内諾を得

て、共同で実施することになった。GM セイヨウアブラナの分布変動モニタリング結果は、名古屋・ク

アラルンプール議定書締約国に対して重要な情報を提供できる。 
○兵庫県南部のため池について、これまでの研究プロセスで収集してきた流域・生物情報をホームペー

ジに公開するための最終準備を終了させた。北海道の淡水魚の分布について信頼できる既存の情報を整

備したデータベース（Hfish）について、センターのホームページから研究者への提供を開始した。侵

入種データベースについては、更新・拡充を進めた。 
【震災対応研究】塩生植物による土壌からの放射性セシウム除去技術開発と津波による植生影響の研究

に着手した。 



 

１．５ 今後の研究展望 

生物多様性研究プログラム 

各プロジェクト間での情報交換をこれまで同様に密に行い、それぞれが成果を出すとともに、全体と

して愛知目標の達成に資することを常に念頭に置いて研究を推進する。 

プロジェクト１で整備する生物多様性情報やその観測手法は、プロジェクト２、３の推進のために活

用するとともに、対象とする場、生物群それぞれが直面する個別の問題の解決にもつなげていく。プロ

ジェクト２では、過去からの変化が定量可能な生物多様性データの収集およびモデル化を推進する。さ

らに、集積された範囲・期間・精度などが異なるデータを統合し活用する手法開発に取り組む。不確実

性に対処しながら保全を実現するための評価モデルの構築をすすめ科学的根拠に基づく効果的な保全

戦略の提言を目指す。プロジェクト３では、外来種や組換え生物など生物多様性への脅威に対する迅速

な対策や、珊瑚礁や高山生態系のように脆弱な生態系の管理という目標に対して、生物多様性影響・生

態系影響評価を行い、防除戦略・管理手法・将来予測という具体的対策に貢献する。 

環境研究の基盤整備 

環境微生物および絶滅危惧藻類の収集・系統保存・提供では、株の遺伝子データの蓄積を通じて、株の

系統管理や生物多様性研究への基礎データの提供へと展開する。絶滅の危機に瀕する野生生物種の細

胞・遺伝子保存では、これまで収集した保存試料を活用して、具体的な絶滅危惧野生動物の保全に役立

てるための研究情報を提供できるようにする。湖沼長期モニタリングでは、プラットフォームを活かし、

他の研究機関との連携研究を推進し、モニタリングデータを活用した研究を進める。生物多様性・生態

系情報の整備では、愛知目標達成のための生物多様性評価・予測研究などと連携する形で生物多様性情

報の整備と提供を進める。 

重点・先導プログラム以外の研究：提案型研究では、研究の質の向上を目指す。 

震災対応研究：開始した研究を発展させ復興を科学面から支える研究に育てる。 

 

１．６ 自己評価 

生物・生態系環境研究センターの研究活動について、日本語・英語にてホームページから発信を開始し

た。 

生物多様性研究プログラム：外部研究機関・専門家との連携や、日本全国の土地利用情報など既存デー

タの収集体制の構築を含め、プログラム全体としておおむね順調なスタートを切ることができた。2011

年 6 月の外部評価委員会の席での指摘を受け、生物多様性条約・愛知目標への具体的な貢献を十分に意

識して計画を立案・推進している。困難な課題への挑戦がこれから始まる部分も多々あるが、プロジェ

クトの立ち上げから半年あまりの現段階での成果がすでに行政・市民へと提供された事例も出てきた。

即応すべきニーズには適切に応えつつ、プロジェクトの達成目標にむかって着実に研究を進展させてい

けると考えている。 

環境研究の基盤整備：２つの保存事業については、2011 年 3 月 11 日の震災による停電や夏季の節電な

ど厳しい状況が生じたが、培養藻の昼夜サイクルを逆転させるなど、工夫で乗り切った。環境省からの

資金援助が前年度で打ち切られたタイムカプセル事業については新たに保存する試料数の半減を余儀

なくされたが、ヤンバルクイナの遺伝学的な情報をもとに繁殖計画を立て飼育下繁殖を実施するなど、

タイムカプセル保存事業を活かした絶滅危惧種の保全研究への展開に踏み出すことができた。霞ヶ浦長

期モニタリングでは、プラットフォームを活用し、霞ヶ浦の湖水、底泥、生物に含まれる放射性セシウ

ム濃度についてのモニタリングを早い段階から開始することができた。生物多様性情報の提供方法を検

討しホームページから提供を開始した。 

重点・先導プログラム以外の研究：提案型研究では若手研究者による多数の応募から選択することがで

きた。震災対応型研究では、本年度は、植物による土壌からの放射性セシウム除去技術開発や、津波に

よる植生影響の研究を開始することができた。 

 

２． 誌上発表及び口頭発表の件数 

（件） 

誌上発表 書籍 口頭発表 特許等 
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  ７        ５９ 
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当該分野の研究活動                       

（研究プログラムと個別評価を受ける環境研究の基盤整備を除く）  

                           

代表者：生物・生態系環境研究センター 高村 典子（センター長） 

構成者： 

生物・生態系環境研究センター 

[生物多様性評価・予測研究室] 竹中 明夫（上級主席研究員・室長）、山野 博哉、井上 智美、石濱 史
子（主任研究員）、角谷 拓、深澤 圭太（研究員）、杉原 薫、石原 光
則、本郷 宙軌、岩井 紀子、石田 真也（特別研究員） 

[生物多様性保全計画研究室]  高村 健二（室長）、佐竹 潔、上野 隆平、吉田 勝彦（主任研究員）、

今藤 夏子、松崎 慎一郎（研究員）、石井 弓美子（特別研究員）、中川 
惠（高度技能専門員） 

[生態系機能評価研究室]    野原 精一（室長）、広木 幹也、福島 路生、亀山 哲（主任研究員） 
[生態遺伝情報解析研究室]   中嶋 信美（室長）、玉置 雅紀、矢部 徹、川嶋 貴治（主任研究員）、

大沼 学（研究員）、五百城 幹英、サビツカ・エディタ（特別研究員）、

岡野司、西沢 徹（高度技能専門員） 
[環境ストレス機構解明研究室] 佐治 光（室長）、名取 俊樹、久保 明弘、唐 艶鴻、青野 光子、戸部 和

夫（主任研究員）、沈 妙根、冨松 元（特別研究員） 
[生物資源保存研究推進室]   笠井 文絵（室長）、河地 正伸（主任研究員）、出村 幹英（特別研究員）、

山口 晴代（JSPS フェロー） 
[主席研究員]         五箇 公一（主席研究員）、井上 真紀、岡本 卓、森口 紗千子、早坂 大

亮（特別研究員） 
地域環境研究センター 

[湖沼・河川環境研究室]    今井 章雄（室長）、高津 文人、冨岡 典子（主任研究員）、小松 一弘、

篠原 隆一郎（研究員）、佐藤 貴之（特別研究員） 
[水環境管理研究室]      岩崎 一弘（主任研究員） 

  [土壌環境研究室]       越川 昌美（主任研究員） 
環境計測研究センター  

[同位体・無機計測研究室]   田中 敦（主任研究員）、武内 章記（研究員）、 
[柴田上級主席研究員室]    柴田 康行（上席主席研究員・室長） 
[環境計測化学研究室]     西川 雅高（室長） 

 

１． 研究成果の概要 

１.１ 研究の概要 

人間活動によって生物多様性の損失と生態系の劣化が進むとともに、将来にわたる生態系サービスの低下

が危惧されている。生物・生態系環境研究分野では、地球上の多種多様な生物と、それらがくらす生態系の

構造と機能に関する調査・研究に基軸を置き、長期的な視座に立ち、生物多様性と生態系の保全の実践を支

える基礎研究から応用研究まで、様々な空間および時間スケールで実施する。 

環境研究の基盤整備としては、環境微生物および絶滅危惧藻類の収集・系統保存・提供事業として、赤潮

やアオコなど環境問題と深くかかわる微細藻類および絶滅危惧藻類の収集・保存・提供を行うとともに、重

要種、タイプ株、レファレンス株の保存・提供をとおして、微細藻類に関する学術の発展、ならびに絶滅危

惧藻類の域外保全にも貢献する。絶滅の危機に瀕する野生生物種の細胞・遺伝子保存事業では、絶滅の危機

様式 2 



に瀕する鳥類等の体細胞、生殖細胞及び遺伝子を収集し長期凍結保存を行う。保存細胞等を活用し絶滅危惧

種の遺伝的多様性評価や全ゲノム解析研究を推進する。長期湖沼モニタリングは、湖沼生態系への人為的影

響の評価を霞ヶ浦で、人為の影響が極めて少ない湖沼での化学物質等の越境汚染の評価などを摩周湖で継続

することで、学際的な湖沼研究の中核としての役割を維持し、GEMS/Water（地球環境監視システム/陸水監視

部門）やLTER（長期生態系モニタリング）などの国際組織のネットワークへの情報提供に貢献する。GMOモ

ニタリングでは、遺伝子組み換えセイヨウアブラナの野生化や分布拡大を防ぐための監視モニタリングを継

続し、名古屋議定書締約国に対しての情報提供を行う。生物多様性・生態系情報の整備では、侵入種データ

ベースなど、すでに構築してきたものを拡張するとともに、生物多様性評価や予測研究のプロセスで得た生

物多様性に係る情報を研究に活用できるように整備・提供する。 
重点・先導研究プログラム以外の研究については、特に若手研究者が幅広く自由な発想で実施することが

できる提案型研究を設け、生物多様性を保全するための基礎研究や自然科学と人文・社会科学との連携・融

合を重視した研究シーズを育てる。また、生物・生態系環境の視点から取り組むべき震災対応型研究や競争

的資金による研究を奨励し推進する。そして、これらの研究による科学的な裏付けを提供することを通じて、

生物多様性条約・第10回締結国会議（2010.10）で採択された愛知目標の達成や名古屋議定書締結国の責務

に貢献するとともに、アジアスケールや局所的に生起する様々な環境問題、ならびに東日本大震災や福島第

一原子力発電所の事故などから生起した様々な環境問題の解決のための研究に、生物・生態系環境の視点か

ら取り組む。 
 
１.２ 今年度の実施計画概要 

【環境研究の基盤整備】 

●環境微生物及び絶滅危惧藻類の収集・系統保存・提供： 
高品質株の維持・管理、株情報の整備を継続し、一部は凍結保存による保存の効率化を図る。重要種、タイ

プ株、レファレンス株の寄託受入れおよび保存株の提供を行う。 絶滅危機藻類については、淡水産紅藻株の

凍結保存（20系統）とシャジクモ類株の単藻化（5系統）を行う。 

●絶滅の危機に瀕する野生生物種の細胞・遺伝子保存： 
①種の保存法により保護増殖事業計画が策定されている鳥類 14 種のなかで試料収集体制が構築出来ていな

い種について試料収集体制構築に向けた情報収集を行う。②環境省版レッドデータブック掲載種の中で極東

ロシアに分布している鳥類種について現地研究者と連携して試料収集を行う。③これまで収集したヤンバル

クイナ試料を活用してマイクロサテライト用プライマーを設計し、それを活用して飼育下繁殖用のヤンバル

クイナについて適切な繁殖計画を立てるための情報を提供する。④これまで主にヤンバルクイナとカンムリ

ワシを対象に実施していた環境省・生物多様性センターと連携した試料保存について対象種を拡充する。 
●長期モニタリング：  
＜GEMS/Water 事業ならびに湖沼長期モニタリング＞ 
GEMS/Water の国際活動に協力・支援を継続しデータの利活用を推進する。霞ヶ浦長期モニタリングでは、

月 1 回の水質・底質・生物のモニタリングを継続し、手法の開発・改良を行う。他の湖沼研究と連携を強化

しデータ活用を促進する。摩周湖長期モニタリングでは、年 2 回の観測により、大陸規模における化学物質

の長距離輸送（越境汚染）の定量的評価、水中光学的な観測及び連続的な係留観測、プランクトン群集の季

節変動を通じて、透明度の長期変動とその要因を解明する。 

＜遺伝子組換えセイヨウアブラナのこぼれ落ちおよび拡散に関するモニタリング＞ 
複数年にわたってGMセイヨウアブラナの生育が確認されている地域である、国道51号線と国道23号線に設

定した10kmの調査区について、セイヨウアブラナおよびGMセイヨウアブラナの年1回の全個体調査を行う。

また月1～2回の頻度でセイヨウアブラナの個体数を調査し、周年変化を明らかにする。 

●生物多様性・生態系の情報整備：  



侵入生物データベースについては、外来生物情報を広く共有・広報するためのポータルとして機能させるた

め、新情報を反映させてコンテンツを拡充し、特に未定着の種に関する情報を強化するなどして、アラート

リストとしての性格も持たせる。また、外来生物関連情報を掲載した国内外のウェブ上情報源について網羅

的に分析し、既存の情報を有効活用するための外来生物情報源データベースを構築する。淡水域の生物多様

性・生態系情報整備では、新たな情報収集を開始し整備を進め、可能なものからデータベースの公開・提供

を開始する。環境微生物の情報整備では、微細藻類の種特性情報（分類、形態、分布）、DNAバーコーディン

グ情報、保存株情報を格納するデータベースを構築し、数種の情報の登録を行う。 
 

【重点・先導プログラム以外の研究（その他の研究）】 

●提案型センタープロジェクト 
特に若手研究者が自由な発想で実施する提案型研究について採択した以下の 12 課題を実施する。 
サブテーマ１）生物多様性保全の根拠を提供するための基礎的研究 

① 「マングローブ生態系の高い生産機構の鍵～窒素固定菌の役割とその環境応答」 

② 「鳥類胚発生における近交退化現象の実験的解析」 

③ 「シロイヌナズナの自然変異（ナチュラルバリエーション）を用いた環境適応遺伝子による適応的分化

に関する研究」 

サブテーマ２）生物多様性・生態系への影響評価予測についての研究 

④ 「伊豆諸島八丈島へ侵入したニホントカゲ外来個体群による在来種オカダトカゲに対する遺伝的攪乱の

動態解析」 

⑤ 「海洋島における外来生物の駆除が生態系の物質循環に与えるインパクト」 

⑥ 「セイヨウオオマルハナバチと近縁種における種分化機構および繁殖攪乱リスクの解明」 

⑦ 「外来種オオミノガヤドリバエの侵入によるオオミノガの絶滅可能性」 

⑧ 「気候変動に伴う生物の分布変化が多様性と生態系の構造に与える影響の解明」 

⑨ 「湖沼における生物多様性損失・生態系劣化への影響評価」 

⑩ 「チベット草原生態系に及ぼす人為的撹乱の影響に関する研究」 

サブテーマ３）生物多様性の社会的な主流化の推進に貢献する自然科学と人文社会科学との連携・融合研究 

⑪ 「農業生態系における生物多様性指標（里山指標）のグローバルパターンを規定する社会・経済要因の

抽出」 

⑫ 「生物多様性と生態系サービスに対する社会的認知の測定手法の開発と多様なアクター間での生物多様

性に関する合意形成の規定要因の検証」 

●震災対応型研究（運営交付金ならびに競争的資金による） 
「放射性物質汚染と塩害を同時に受けた土壌からの植物による汚染物質吸収に関する予備的

研究」（運営交付金）「津波に対する沿岸生態系のレジリエンスモデルの構築」（競争的資金） 
●その他の競争的資金による研究 
その他の研究についても、競争的資金を獲得することにより他の機関の研究者と連携して計画通り適切に実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 



１.３ 研究予算 

（実績額、単位：百万円） 

 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 累計 

① 運営費交付金 173.8      

②総合科学技術会議が示

した競争的資金 
    58.9      

③②以外の競争性のある

資金(公募型受託費等) 
       71.6      

④その他の外部資金 

 
       81.4      

総額       385.7      



１.４ 平成２３年度研究成果の概要（生物・生態系環境研究分野の研究活動） 

構成するプロジ

ェクト・活動等 
平成２３年度の 

目標 
平成２３年度の成果（成果の活用状況を含む） 

 

【環境研究の基

盤整備】環境微生

物及び絶滅危惧

藻類の収集・系統

保存・提供 

（１）維持・管理、株情報の整備 

（２）凍結保存による保存の効率化

（３）重要種、新種記載に用いられ

るタイプ株、同定のためのレファレ

ンス株の寄託受入れ 

（４）保存株の提供 

（５）絶滅危惧種藻類の収集 
 

（１）分子系統解析、無菌化等による系統・品質管理を実施し、850 種 3000 株の高品質の培養株を

維持し、絶滅危惧種を含む 2300 株を研究用材料として公開した。 
（２）新たに 100 株を凍結保存し（合計で約 1000 株、保存株の 1/3）、保存の効率化を図るとともに、

ナショナルバイオリソースプロジェクトで連携する神戸大にバックアップを置き災害対策とした。 
（３）タイプ株、レファレンス株、環境指標株など新たに 28 株が外部研究者より寄託された。 
（４）9 月末現在で、245 件 745 株（所内 23 件 85 株、所外 222 件 660 株）を分譲した。 
（５）淡水産紅藻およびシャジクモ類 11 株の培養株を確立した。一般への普及活動として絶滅危惧藻

類の分類情報等をウェブサイトに公開した。シャジクモ類の生育状況は本年度改定中の環境省レッド

リストの基礎資料に活用される。 
【環境研究の基

盤整備】絶滅の危

機に瀕する野生

生物種の細胞・遺

伝子保存 

（１）絶滅危惧野生動物（哺乳類お

よび鳥類）の試料凍結保存を継続し

つつ、保護増殖事業計画対象種の中

で未保存の種について試料収集に

向けた情報収集を行う。 
（２）極東ロシアに分布している鳥

類種について現地研究者と連携し

て試料収集を行う。 
（３）ヤンバルクイナの遺伝的多様

性評価のためマイクロサテライト

用プライマーを20座位分設計する。

（４）生物多様性センターと連携し

た試料保存対象種を拡充する。 

（１）絶滅危惧哺乳類については 4 種 58 個体より計 917 本の試料を採取し凍結保存した（オガサワ

ラオオコウモリ 2 個体、チョウセンイタチ 35 個体、ツシマテン 2 個体、ケナガネズミ 19 個体）。絶

滅危惧鳥類については 9 種 53 個体より計 1、417 本分の試料を採取し凍結保存した（カンムリワシ

12 個体、ヤンバルクイナ 28 個体、ノグチゲラ 3 個体、タンチョウ 4 個体、シマフクロウ 2 個体、ハ

イタカ 1 個体、オオワシ 1 個体、クマタカ 1 個体、オジロワシ 1 個体）。保護増殖事業計画対象種で

あるエトピリカの死亡個体サンプルが環境省・釧路湿原野生生物保護センターに凍結保存中であると

の情報を得た。 
（２）ロシア連邦・ボロンスキー自然保護区との間で剥製トキの試料輸入について合意を得た。 
（３）ヤンバルクイナのマイクロサテライトマーカー20 座位分のプライマーセットを作製した。この

プライマーセットを使用して、飼育個体群の遺伝的多様性が野生個体群のものと同等か評価を開始し

た。 
（４）連携した試料保存先として国立科学博物館（チョウセンイタチ 35 個体、ツシマテン 2 個体）

を加えることができた。 
【環境研究の基

盤整備】

（１）GEMS/Water ナショナルセ

ンター 
（１）GEMS/Water ナショナルセンター事業 
ラムサール条約湿地である三方湖を、新規コアサイトとしてデータ登録できる体制を整えた。



GEMS/Water ナ
ショナルセンタ

ー業務ならびに

湖沼（霞ヶ浦・摩

周湖）長期モニタ

リング 

データ収集の継続とコアサイトの

新設を行い、情報発信とデータの利

活用を推進する。 
（２）霞ヶ浦長期モニタリング 

多項目水質センサー、多波長蛍光光

度計や最新のプラズマ分光分析手

法などの導入を通じたモニタリン

グ手法の開発・改良。また、福島第

一原発事故を受け、湖水、底泥、生

物試料（プランクトン、貝類、抽水

植物、魚類等）に含まれる放射性セ

シウム濃度についてモニタリング

を開始する。 
（３）摩周湖長期モニタリング 
年 2 回の定期観測を実施。長距離輸

送による広域汚染が問題となって

いる水銀同位体測定など新しい項

目への展開を図る。透明度変化が生

物を要因とする光学的変化かどう

かを検出するための検討を行う。 

GEMS/Water プログラムに関する日本語版リーフレットを作成するとともに、学会等でポスター発表

を行い、GEMS/Water の国際的なプログラムの紹介とデータの利活用の推進を行った。また国内ウェ

ブサイトのデータを更新し、上記のリーフレットやポスターがダウンロードできるようにした。 
（２）霞ヶ浦長期モニタリング 

定期調査を継続するとともに、魚類のモニタリングデータを新規項目として追加するなどデータベー

スをより充実させた。今年度より導入した多項目水質センサーと多波長蛍光光度計についてデータの

妥当性について検証を行った。多項目水質センサーについては、旧センサーとのクロスチェックを行

い、問題なく測定できること、作業時間が大幅に短縮できることを確認した。また多波長蛍光光度計

については、検鏡結果と照合したところ、藍藻、クリプト藻の判別および定量化が概ね可能あること

がわかった。放射性物質のモニタリングについては、湖水から魚類にいたる様々な項目を対象に調査

を開始したほか、一部を茨城県内水面水産試験場と共同で行うなど長期モニタリング体制を整えた。

暫定的な結果ではあるが、福島第一原発事故後、放射性ヨウ素は 4 月に湖水で数 Bq/L を示し、放射

性セシウムは湖水では懸濁態で存在し、底泥に蓄積を続けていることが明らかとなった。 
（３）摩周湖長期モニタリング 

水質、湖内係留観測による化学的・物理的連続的データの採取、小渓流水・大気降下物の経時的観測

データを得た。滞留時間の長い摩周湖では、昨年度と有意な水質変化は見られなかった。4月前後の

大気降下物から放射性核種は検出されなかった。魚類など生物試料について、微量水銀同位体測定の

開発とデータ蓄積を行った。プランクトンのサイズ変化が摩周湖の透明度の長期変化をもたらしたこ

とを確認するため、プランクトンの組成を変化させた湖水をボトルに詰めて湖内に係留することで、

生物相や透明度の応答を調べる予備実験を行った。 

【環境研究の基

盤整備】遺伝子組

換えセイヨウア

ブラナのこぼれ

落ちおよび拡散

に関するモニタ

リング 

GM セイヨウアブラナの生育が確

認されている国道51号線と国道23
号線に設定した 10km の調査区に

ついて、（１）セイヨウアブラナお

よび GM セイヨウアブラナの年 1
回の全個体調査を行う。（２）月 1
～2 回の頻度でセイヨウアブラナ

の個体数を調査し、周年変化を明

（１）分布の経年調査：国道 51 号線のセイヨウアブラナ総個体数は 27 個体で、昨年度より大幅に減

少し、GM セイヨウアブラナの生育は確認できなかった。国道 23 号線ではセイヨウアブラナの生育個

体数は昨年度の約半分にあたる 653 個体で、GM セイヨウアブラナの割合は昨年度と同様に 74％であ

った。2 種類の除草剤耐性形質を同時に持つ系統（スタック系統）の割合は 0.9％で、昨年度よりも大

幅に低下していた。輸送種子に含まれるスタック系統の割合は変化しにくいと考えられることから、

本研究で見つかったスタック系統は GM どうしの交雑の結果生じた可能性が高いと考えられた。 
（２）個体数の周年変化：国道 51 号線、23 号線ともに 6 月～9 月が少なく 10 月から個体数が増加し、

3 月～5 月にかけてピークになる傾向が確認できた。個体数の年変化は、排水施設の清掃なども関与



らかにする。 していた。 

【環境研究の基

盤整備】生物多様

性・生態系情報の

基盤整備 

（１）侵入種データベース 
国内外におけるインターネット上

の外来生物情報を分析し、ウェブ上

情報源のデータベースを構築する。

（２）淡水域の生物多様性・生態系

情報整備 
兵庫県南部のため池についての流

域・生物情報の公開ならびに淡水域

の生物多様性情報収集・提供の開

始。 
（３）環境微生物の情報の整備 
環境微生物データベースの構築と

対象藻類種数種の試験的登録、ウェ

ブ上での情報公開 

（１）侵入種データベース：インターネット上における外来生物情報の流通状況を分析し、多量の情

報がアクセス可能になっているが、対象地域・情報の種類に著しい偏りがあるうえに形式が不統一で

あるため、現状では広範な情報共有が困難との結果を得た。この結果とともに、外来生物情報共有の

ためのシステム計画を国際会議で発表した。また、国内の活動事例について情報収集し、データベー

ス化のためのスキーマ設計を進めている。加えて、既存のコンテンツについて資料収集を進め、デー

タの更新・拡充を進めた。 
（２）淡水域の生物多様性・生態系情報整備：兵庫県南部のため池について収集してきた流域・生物

情報をホームページに公開するための最終準備を終了させた。所内の手続きを経て 12 月には公開で

きる予定。さらに、日本の湖沼やため池の生物多様性評価のための情報収集を開始した。北海道の淡

水魚の分布について既存の情報を整備し、Hfish のデータベースとして提供を開始した

（http://www.nies.go.jp/biology/kiban/HFish.html）。これは、すべての調査地点の位置情報がGISデ

ータとして属性情報にリンクされた北海道で最大規模の地理情報データベースである。 
（３）環境微生物の情報の整備：データベースに格納する項目とフォーマットを決めて、対象藻類種

の中から淡水産種 5 種、海産種 5 種について情報収集を行い、試験的にデータ登録を行った。 
【センタープロ

ジェクト】 

サブテーマ１）生

物多様性保全の

根拠を提供する

ための基礎的研

究 

○マングローブ代表種ヤエヤマヒ

ルギについて、生育土壌窒素固定活

性の空間分布パターンを明らかに

する。 

○近交化されたニホンウズラの胚

培養法の開発を行い、初期の近交

退化現象プロセスを解明する。 

○世界各地に分布するモデル植物

シロイヌナズナの複数の異なる生

態型を用いて、気孔開閉に関与す

る遺伝子の構造と機能と高温・乾

燥耐性との対応を解明する。 

○樹木の生育ステージが進むにつれて樹木近傍の土壌窒素固定活性が高くなり、周囲と明瞭なコント

ラストを形成することが明らかとなった。また、植物の周囲に集まっている微生物が持つ窒素固定酵

素は元々干潟土壌にあったものとは質的に異なっていることから、マングローブ植物の存在によって

特有な窒素固定酵素の活性が高まる可能性が高いことが明らかとなった。 
○NIES 近交系ウズラ（L 系）の孵化率は約 40％と WE 系閉鎖集団（約 60％）に比べて低く、発

生初期での発生停止や発育異常（頭部と体節障害、羊膜の形成不全）が認められた。近親交配に

よる孵化率の低下は、初期胚での発生停止と形態異常に起因するものと考察できる。 
○シロイヌナズナ生態型 Col-0 と Ws-2 間の乾燥・オゾン耐性遺伝子 At1g12480（SLAC1 遺伝子）

と At1g12490 のうち SLAC1 遺伝子がこの過程に関与していることが明らかになった。この遺伝

子の転写が起こっている場所を調べるために、Col-0、Ws-2 それぞれから SLAC1 遺伝子のプロモ

ーターを単離し、レポーター遺伝子との融合遺伝子を作製した。現在、これを植物に導入中であ

る。また世界中に分布するシロイヌナズナ種子を 80 種類入手し、播種、種子の増殖を行った。 



【センタープロ

ジェクト】 

サブテーマ２）生

物多様性・生態系

への影響評価予

測についての研

究＜侵入生物の

影響＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜温暖化影響・特

定の生態系への

複合影響＞ 

○ニホントカゲとオカダトカゲの

分布実態調査と DNA 解析を行うこ

とにより、島内の遺伝的集団構造を

明らかにし、その将来動態を予測す

ることで、遺伝子浸透による在来ト

カゲの絶滅リスクを評価する。 
○海洋島（小笠原）の生態系を再現

するモデルを作成し、感度解析を行

う。 
 
 
 
○セイヨウオオマルハナバチと在

来オオマルハナバチ亜属の系統関

係を明らかにし、野外における種間

交雑実態を解明する。 
○日本各地のオオミノガヤドリバ

エの寄生状況を確認し、オオミノガ

ヤドリバエの遺伝的な解析により

移入経路を推定する。 
○緯度勾配に沿って複数の生態系

が配列する生態系モデルを完成さ

せる。 
 
 
○長期観測データを収集・活用し、

長期トレンド解析やレジームシフ

ト検出に適した統計手法について

○現地調査により、外来ニホントカゲ集団、在来オカダトカゲ集団およびそれら 2 種間の交雑個体の

生息域の特定を行った。その結果、集団間の境界領域に交雑個体が集中しており、遺伝子浸透が進行

していることが示された。さらにミトコンドリア DNA および核 DNA の分析から、集団間の遺伝子

流動の方向性を調査した結果、外来オカダトカゲ集団の遺伝子が在来ニホントカゲ集団に浸透してい

く速度の方が高いことが示された。これらの結果から、将来的には、在来オカダトカゲ集団は、遺伝

子浸透によって絶滅に向かう恐れがあると考えられた。 
○感度解析の結果、生態系内のバイオマス、栄養塩量を効率よく増加させるためには、海域の魚の量

を増やすこと、草食動物の摂食圧を下げることが必要であることがわかった。また、外来ヤギとネズ

ミを駆除するシミュレーションの結果、ヤギとネズミの両方を同時に駆除した方が生態系内のバイオ

マスが効率よく回復することがわかった。しかし、植生が回復すると森林への遷移が進むため、在来

草本植物の多様性の減少に注意しなければならない。また、ネズミの駆除は根絶するまで十分に継続

しないと、かえって在来植物の多様性を減少させてしまうことが明らかとなった。 
○ミトコンドリア DNA 分析からセイヨウオオマルハナバチと在来種オオマルハナバチおよびノサッ

プマルハナバチは遺伝的に近縁な種であることが判明した。女王体内の授精嚢の精子 DNA 抽出を行

った結果、複数回交尾が示唆された。 
 
○絶滅危惧種オオミノガに寄生する外来オオミノガヤドリバエは九州から関東まで広く分布しオオ

ミノガに高率で寄生していた。日本国内のオオミノガヤドリバエには 2 つの遺伝的多型が存在し、両

者とも中国大陸のヤドリバエ個体群に存在する遺伝型と一致することが分かった。 
 
○温度の変化があった場合、生物はその場所から移動する、その場所にとどまって温度変化に耐える、

自らの性質を変化させて温度変化に適応する、という 3 つの対応が可能である。そのため、温度変化

が起こるとそれぞれの生態系には、新しい生物の移入、今までいた生物の移出や絶滅、生物の性質の

変化、新しい相互作用の形成という撹乱が加わることになる。現在は、環境変化が起こった後の多様

性や生態系の構造への影響を解析するためのシミュレーションモデルのプログラミング中である。 
○全国 24 湖沼から約 50 年にわたる漁獲量と漁獲努力量のデータを収集し、階層ベイズモデルにより、

努力量あたりの漁獲量（CPUE）の長期トレンドを明らかにした。霞ヶ浦の長期データを活用し時間

的な自己相関を補正した予備的な解析を行った結果、全リン濃度(1991 年)、セストン量(2000 年、2005



の検討・予備的な解析をする。 
○青海・チベットの鉄道付近または

青海海北草原において、植物種数の

空間分布パターンの現状を明らか

にする。 

年)、クロロフィル量(1984、1993、1999、2007 年)、ワムシ類(1992、1998 年)、ユスリカ密度(1993 年)、
繊毛虫・バクテリア(2001 年)について統計的に有意な増減が検出された。 
○7 月－8 月にチベット高原北部の青海海北草原で、異なる標高における植物多様性に及ぼす放牧の

影響を調査し、標高が高い草原では低い草原より放牧による植物種多様性の低下が大きいことが示さ

れた。高標高の高山草原では植物多様性が人為的な影響をより受けやすい可能性がある。 
【センタープロ

ジェクト】サブテ

ーマ３）生物多様

性の社会的な主

流化の推進に貢

献する自然科学

と人文・社会科学

との連携・融合研

究 

○農地とその周辺の土地利用のモ

ザイク性に注目した生物多様性の

状態指標（里山指標)を算出するため

に適切な空間単位を明らかにする。

○全国規模のアンケート調査を設

計・実施し、生物多様性に対する認

知および生物多様性保全に関わる

行動意図を明らかにする。 

○里山指標は、農地を含む空間単位内の土地被覆の多様性を算出し、それに非農地の土地利用比率を

乗じて求める。今年度は、詳細なデータが利用可能な福井県内における水棲生物の分布データを用い

て検討した結果、少なくとも 50m の解像度をもつ土地被覆データを 6km 四方の空間単位を用いて指

標化する場合に、生物分布との適合性がもっとも高くなることが明らかになった。 
○アンケート設計を実施し 6443 件の調査サンプルを得た。これまでのところ、2002 年、2009 年の

環境省の調査では生物多様性という言葉の意味を知っている人が 10%前後、聞いたことはあるという

人が 20％強であったのが、今回の調査では、それぞれ 30％と 50%強と、2010 年の COP10 を経て大

きく認知度が上昇していることが明らかとなった。 

【震災対応型研

究】 

○塩濃度が高い地域に生育する植

物（約 20 種類）を栽培し、土壌か

らのセシウム 137 の吸収および塩

害耐性を調べる。 
○東日本大津波による温帯～冷温

帯海浜植生の群集構造の変化を解

明する 

○土壌中からの放射性セシウムを高濃度に吸収する植物をスクリーニングするため、別段地ほ場

にて 21 種類、27 品種の植物の栽培を行った。栽培にはほ場の表面 5cm の土壌を使用した。現在

の所、10 種類の植物の栽培を終了し、放射線量の測定を行っている。 
 
○過去の植生データと比較したところ、自然度の高い海岸に比べ、人為的改変の大きい海岸ほど種組

成の変化が大きいことが示された。いずれの海岸も津波後に非海浜植物種が増加（侵入）していた。 

【その他の研究】

＜科研費＞ 

 

 

 

 

 

○安定同位体比データを統合し、食

物網を構成する全消費者への異な

る餌資源の貢献比率を推定するモ

デルを開発する。 
○小笠原諸島における十脚目甲殻

類のインベントリ作成 
○気孔応答が異なる2品種のポプラ

○食物網混合モデルの検証を実施し、さまざまな種数(S)や結合度（C：食物網内で可能な最大リンク

数に対する実在リンク数の割合）といった食物網の構造およびサンプルサイズやデータの不確実性の

下でも、頑健な推定結果を得られることを明らかにした。 
 
○小笠原諸島のサンゴ礁海域の甲殻類の種のリストを作成した。全体としての種数は琉球列島と比較

すると少ないが、サンゴガニ類やキモガニなど造礁サンゴと関わりの深い種が複数得られた。 
○光強度の増加に対する気孔応答が異なるポプラ２品種を異なる CO2環境下で生育させ、光合成誘導



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜クレスト＞ 

オイル産生緑藻

類の高アルカリ

株高度利用技術 
＜民間競争的資

金＞ 
 
 
＜環境省受託＞ 
 

の光合成誘導反応の測定から、2 品

種での光合成誘導反応に関連する

生理的パラメーターを求める。 

○セレン耐性・高蓄積性植物の分子

育種に応用することを目的とし、 

Stanleya pinnataの遺伝子・生理特

性の解明を行う。 

○サンゴ年輪から過去の赤土流出

を再現する手法の可能性を明らか

にする。 

○ボトリオコッカスの除草剤耐性

株の選抜、遺伝子組換え実験系の

確立、新規ボトリオコッカス株の

単離、を行う。 
○久米島を対象に赤土流出の対策

を優先的に講じるべき農地を抽出

し、現地での対策に活かす。 
 
○水田メソコスム試験において、殺

虫剤の動態と生物群集構造に対す

る影響を調べる。 

反応を測定した。その結果、光合成誘導は CO2濃度の上昇にともなって促進し、その効果は気孔の開

閉が大きなポプラ品種で著しかった。この結果は、自然環境下で生育する多くの植物種が大気 CO2

の上昇によって炭素獲得を増加させることを示唆する。  

○セレンを高蓄積する植物（Stanleya pinnata）に植物ホルモン合成阻害を与えるとセレンの蓄積

が抑制され、セレンを高蓄積しない植物（Stanleya albescens）にジャスモン酸やエチレンを投与

するとセレンの蓄積性の向上が見られたため、ジャスモン酸やエチレンなどの植物ホルモンがセ

レン高蓄積性に関与している可能性が示唆された。 
○沖縄県石垣島を対象とし、過去からの土地利用変化とサンゴ年輪分析により、土地利用変化に伴っ

て赤土流出量が増大し、サンゴ年輪にそれが記録されている可能性が示された。また、衛星データの

解析によってサンゴ被度変化を追跡できる可能性が明らかとなった。 
○変異源処理により除草剤耐性突然変異株を 54 株得た。エレクトロポレーション法による遺伝

子導入に成功した。沖縄県、長崎県、茨城県、北海道等のダムや湖沼、沿岸環境で採取した 95
の試料から新たにボトリオコッカス株 75 株とその他のオイル産生藻類 3 株の単藻培養株を確立

した。 
○土地利用情報と土砂流出モデルにより流出対策が必要な農地を抽出し、町役場とともに対策支援を

行った。また、空中写真と衛星データを用いて過去から現在にかけての土地利用の変化を明らかにし、

赤土流出が起こった時期とその社会的背景を検討した。これらについて、現地 NPO と小学校と連携

し普及啓発を行った。 
○水田メソコスム試験において、薬効・作用特性が類似しながら、化合物の物理化学的性状が異なる

2 剤イミダクロプリドとフィプロニルを用いて薬剤の環境中動態を調べた。その結果、水溶解度が高

いイミダクロプリドは、水中における濃度が施用直後に急速に上がるが、その後、水中光分解によっ

て、急激に濃度が下がることが判明した。一方、土壌中濃度は安定した状態であった。それに対して

フィプロニルは、水中濃度は施用時から低く 10 日以内に検出限界以下になった。土壌吸着性が強い

ため、環境中の移動は小さいことが示唆された。水中生物に対する影響にも 2 剤間で差が認められた。 



 

１.５ 今後の研究展望 

【環境研究の基盤整備】 

●環境微生物及び絶滅危惧藻類の収集・系統保存・提供：高品質の研究材料の提供機関としての体制整備を

継続する。今後は、株の遺伝子データの蓄積を通じて、株の系統管理や生物多様性研究のための基礎データ

の提供へと展開する。 
●絶滅の危機に瀕する野生生物種の細胞・遺伝子保存：20 座位分のヤンバルクイナ・マイクロサテライトマ

ーカーが完成したことで近親交配を回避した適切なヤンバルクイナの飼育下繁殖が期待できる。試料収集で

は環境省の対馬野生生物保護センター、北海道海鳥センター、猛禽類保護センターとの連携も検討する。 
●長期モニタリング：長期モニタリングのプラットフォームを基軸として、地環研との連携、モニタリング

手法の改良、モニタリングデータの活用する研究、震災対応研究を一層進展させる。 
●生物多様性・生態系の情報整備：生物多様性研究と連携する形で、生物多様性の保全研究に資する情報整

備を進め、情報提供を行っていく。 
【重点・先導プログラム以外の研究（その他の研究）】 

●センタープロジェクト：いずれも質の高い研究に育てていく。 
●震災対応研究：開始した研究を進展させるとともに、新しいテーマにも積極的に取り組む。 

 

１． ６ 自己評価 

【環境研究の基盤整備】 

●環境微生物及び絶滅危惧藻類の収集・系統保存・提供：環境微生物系統保存事業は植物研究への貢献が認

められ日本植物学会特別賞を受賞した。日本における藻類・原生動物関連研究の 1 つの核となっている。 
●絶滅の危機に瀕する野生生物種の細胞・遺伝子保存：ヤンバルクイナの遺伝学的な情報をもとに繁殖計画

をたて飼育下繁殖を実施するなど、タイムカプセル保存事業を活かした絶滅危惧種の保全研究への展開に踏

み出した。 
●長期モニタリング：福島第一原発事故を受け、霞ヶ浦の湖水、底泥、生物に含まれる放射性セシウム濃度

についてモニタリングを早い段階から開始することができた。GM セイヨウアブラナの分布変動を調べたモ

ニタリング結果は世界的にこれだけ詳細であるものは存在せず、名古屋・クアラルンプール議定書締約国に

対して重要な情報提供となる。 
●生物多様性・生態系の情報整備： 侵入種データベースは外来種情報ソースとして広く利用され、データベ

ースを通じた取材、問合せ、情報提供が多数寄せられ中核的なデータベースとしての機能を果たしている。

Hfish やため池のデータベースについても、ホームページを通じて提供を開始した。今後、愛知目標達成の

ための陸水域の生物多様性評価研究に活用される見通しである。 
【重点・先導プログラム以外の研究（その他の研究）】 

●センタープロジェクト：「小笠原諸島を対象としたシミュレーションモデル作成では、感度解析に加えて、

外来生物駆除のシミュレーションまで進められ、駆除方法によっては在来生物に悪影響が出る可能性を示唆

できた」など、まとまった成果も得られつつある。 

●震災対応研究：いくつかの研究を提案し、開始することができた。 
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１． 研究成果の概要 

 

１.１ 研究の概要 

生物多様性条約・第 10 回締約国会議（2010 年 10 月）では、今後の 10 年に向けて５つの戦略目標

を定めた。その目標 Bでは「生物多様性への直接的な圧力を減少させ、持続可能な利用を促進する」こ

と、目標 Cでは「生態系、種及び遺伝子の多様性を守ることにより、生物多様性の状況を改善する」こ

とを掲げている。これらの実現のためには、生物多様性の現状の把握と、保全策の効果を予測・評価す

る手法の開発が不可欠である。また、直接的な圧力への対策を立案するにはその実態の解明と将来の予

測が必要となる。そのための科学的なアプローチは国内外で進められているが、本質的に多様であると

ともに空間的に不均一な生物多様性の各側面を統合して総合的に評価・予測する手法はいまだ確立して

いない。  

本プロジェクトでは、特に広域的な生物多様性の状況を効率的に観測する手法を開発するとともに、

集積された観測データに基づいて生物多様性の状況及び保全策の効果の総合的な評価と、将来の状況の

予測を行う。また、生物多様性への直接の圧力要因のうち特に早急な対応が必要なものとして愛知目標

に挙げられている侵略的外来生物・遺伝子組換え生物および気候変動の影響の実態を把握し、効果的な

対応策の立案に必要な将来予測を行う。 

観測手法の開発においては、リモートセンシングデータ及び分子遺伝学的な情報の活用手法を確立

する。総合的な評価と予測にあたっては、集積されたデータに基づいて生物多様性の状況を適確に表現

する指標の開発を行う。さらに、これらの成果を活用しつつ具体的な問題の解決に取り組む。 

本プログラムは、３つのプロジェクト(PJ-1, PJ-2, PJ-3)からなっている。PJ-1「生物多様性の景

観的および遺伝的側面とその観測手法に関する研究」では、自然生息地の減少速度の低下という目標（愛

知目標 5）に資するため、既存データを収集整備するとともに、リモートセンシングデータと地表での

生物分布とを関係づける統計モデル等の開発により、時空間的に広域を効率的にカバーする生物多様性

観測を可能にする。また、種および遺伝子の多様性の保全という目標（戦略目標 C）に資するため、適

切な遺伝子マーカーの開発と情報集積を行い、保全対象種、外来種の遺伝子による検出など分子遺伝学

的手法による生物多様性観測の基盤を提供する。 

PJ-2「生物多様性の広域評価およびシナリオ分析による将来予測に関する研究」では、生物多様性

の多様な側面を総合的に評価する指標群の開発により、限られた時間とコストの中で、適切な保全地域

指定や広域的土地利用デザインを行う指針を提供する。また、戦略目標 Bを実現するために必要な生物



多様性への圧力を減少させるための適切な数値目標の設定や、戦略目標 Cの実現にむけた定量的な評価

軸を提供する。これにより、社会状況の将来変化も考慮した、国土レベルでの実効性のある保全のグラ

ンドデザインの策定に貢献する。 

PJ-3「人為的環境撹乱要因の生物多様性影響評価と管理手法に関する研究」では、侵略的外来生物・

遺伝子組換え生物について、国内における現状の把握と分布拡大予測により、重点的な対策のポイント

を明らかにするとともに、防除手法を開発する（目標 9）。また、保全すべき脆弱な生態系としてサンゴ

礁生態系および高山生態系を対象として、気候変動の生物多様性への影響評価により、温暖化適応策の

なかで生物多様性の主流化を進める際に特に配慮するべき点を明らかにする（目標 10）。 

 

 

１.２ 今年度の実施計画概要 

本プログラムを構成する３つのプロジェクトは、別紙の図に示すように、それぞれが独立に愛知目標の

達成に貢献する部分と、相互に成果を交換し、有機的に連携する部分がある。特に、生物多様性関連

情報の提供に貢献する部分と、得られたデータの総合的な解析により評価と保全策の呈示を行う部分

との連携が重要である。１年目となる今年度は、とくにプログラム内でのデータ解析側のニーズとデ

ータ提供側の作業との擦り合わせに留意しながら全体の研究を進める。以下では、それぞれのプロジ

ェクトおよびその構成サブテーマの計画の概略を示す。 

 

PJ-1「生物多様性の景観的および遺伝的側面とその観測手法に関する研究」 

サブテーマ 1：リモートセンシングによる生物多様性の景観的基盤の解明と手法開発 

土地利用図等の地理情報を生物多様性評価・予測に向けてビルドアップする方向性を定める。生物多様

性の評価・予測への応用の観点から必要な土地利用図等基盤情報の項目を選定し、既存の情報を収集

して整理する。その結果に基づいて基盤情報の整備方針を立案し、リモートセンシングデータの活用

法を検討する。 

 

サブテーマ 2：遺伝子分析による生物多様性の遺伝的基盤の解明と手法開発 

遺伝的解析手法の分類群同定における有効性を情報蓄積の多い生物群から検証を始める。具体的には以

下の生物群を対象に研究を進める。 

・ 環境問題に関わる藻類および水界生態系に重要な優占藻類種を対象として、遺伝子分析による種

判別法の開発を行い、モニタリングへの適用可能性を検証する。 

・ 陸水環境の指標生物であるユスリカに注目し、湖沼長期モニタリングを支援する同定手法開発に

着手する。また、塩基配列の解読を行うことなくバーコード領域により種同定を行う、低コスト

かつ簡便な手法の開発を行う。 

・ 都市緑地間のチョウ移動頻度を、DNA マーカーを用いて推定する手法を開発する。 

・ 地域固有性が高い淡水魚類を対象に、国内・国外の移入の実態や程度を明らかにするため分子遺

伝学的な解析を行う。 

 

PJ-2「生物多様性の広域評価およびシナリオ分析による将来予測に関する研究」 

サブテーマ１：生物多様性の駆動因への応答を定量化するためのモデル構築 

日本全国のスケールにおいて、維管束植物を中心とする多数の生物種を対象とし、土地利用条件などか

ら存在確率を推定する生物分布推定モデルを構築し、土地利用が変化した場合の存在確率の応答の予

測を可能にする。 

過去からの分布情報が十分ではない生物群における定量的な評価を可能にするために、利用可能なデー

タが少ない場合でも駆動因に対する生物の反応を頑健に推定および予測できる統計モデルおよび集

約的な指標の開発に着手する。 

 

サブテーマ２：駆動因変化のシナリオ構築と評価モデルの開発および評価の実施 

維管束植物および鳥類の絶滅危惧種を対象に、現状の保護区と生物分布の関係のギャップを明らかにし、

将来的に望ましい保護区設計の在り方の定量的な評価を行う。 

人口減少、大型草食動物の増加、気候変動など大きな変化が予測される駆動因の下で、将来的な不確実

性に対処しながらもっとも効果的に生物多様性を保全するため、保全コストの適切な空間配分の評価

モデルの構築に着手する。 

 他の研究センターおよび研究プログラムとも連携しつつ、人口動態や大型草食動物の動態、および土



地被覆の変化に関する日本全域にわたる将来変化シナリオの構築にむけたデータ収集に着手する。 

 

PJ-3「人為的環境撹乱要因の生物多様性影響評価と管理手法に関する研究」 

サブテーマ１侵略的外来生物による生物多様性影響評価と管理 

アルゼンチンアリ、セイヨウオオマルハナバチ、マングースなどの特定外来生物の分布の実態を明らか

にするとともに、その影響を受けている在来種を特定し、有効な防除管理ユニットを設定するほか、

在来種の回復を指標として外来種防除手法の開発を進める。また、見えない外来種である鳥インフル

エンザの侵入キャリアーとなる野生鳥類種を特定するとともに、侵入ルートの予測を図る。 

 

サブテーマ 2遺伝子組換え生物(GMO)による生物多様性影響評価と管理 

花粉分散による遺伝子浸透の実態の解明を目指す。今年度は、GM セイヨウアブラナの生育密度が高い地

域について、GM セイヨウアブラナの訪花昆虫を調査する。 

 

サブテーマ 3温暖化による生物多様性影響評価と管理 

陸域の温暖化影響に関しては、チベット高原で標高に伴う植物種の侵入と消失、優占種と指標種の個体

群動態の変化を観測する。 

海域の温暖化影響の解析に関しては、日本全国規模でサンゴ群集構造と水温との関係を明らかにして、

影響の指標種を確定する 

 

１.３ 研究予算 

（実績額、単位：百万円） 
 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 累計 

①運営費交付金 36.1      

②総合科学技術会議が

示した競争的資金のう

ち、環境研究総合推進費 
50.9      

推進費以外 13.0      

③②以外の競争性のあ

る資金(公募型受託費

等) 

0      

④その他の外部資金 0      

総額 100.1      

 



１.４ 平成２３年度研究成果の概要（生物多様性重点研究プログラム） 

研究プログラ

ム・プロジェク

ト・サブテーマ

平成２３年度の 
目標 

平成２３年度の成果（成果の活用状況を含む） 
 

研究プログラム

「生物多様性重

点研究プログラ

ム」 

 
データ供給側

(PJ-1)と利用・解析

側(PJ-2, 3)の連

携、および具体的脅

威への取り組み

(PJ-3)と包括的保

全デザイン(PJ-2) 

の連携に留意して

プログラムを立ち

上げる。 

 

 
全国レベルでの生物多様性関連情報の整備および生物多様性の状況の効果的な観測手法の開発を行う PJ-1 が、

国土全体の効果的な保全の方策を科学的に示す PJ-2、 緊急に対応が必要な生物多様性への脅威の把握と対策

に取り組む PJ-3 に適切にデータを提供すること、PJ-2 が描く国土利用デザインのなかで、PJ-3 が取り組む

具体的脅威が十分に考慮されることに配慮し、事前の議論と情報交換を十分に行ったうえでプログラムをス

タートさせることができた。 

環境省自然環境計画課による生物多様性評価の地図化検討会で成果が活用されるなど、現段階でも成果が行政等

に提供される事例が出ている。 

 

 

プロジェクト１「生物多様性の景観的および遺伝的側面とその観測手法に関する研究」 

 
サブテーマ 1 

リモートセンシ

ングによる生物

多様性の景観的

基盤の解明と手

法開発 

生物多様性の評

価・予測への応用

の観点から土地利

用図等基盤情報に

関して必要な項目

を選定し、既存の

情報を収集して整

理する。その結果

に基づいて、基盤

情報の整備方針を

立案し、リモート

センシングデータ

の活用法を検討す

る。 

複数の官庁から提供されている土地利用図・植生図を 2 次メッシュ(約 10km 四方)区画を基本に整理すること、

森林を細分する新たな区分を付加すること、森林については新たにリモートセンシングによる情報整備を行う

ことの必要性を確認した。 

環境省自然環境保全基礎調査による植生データおよび農業環境技術研究所が公開している農業統計情報メッシ

ュデータを用いて時系列の土地利用情報を統一的に整備することにより、掲示的な解析ができる可能性があ

る。そこで、1970 年代から 2000 年代（現在）にかけての数時期をターゲットとし、様々な空間解像度で森林

と農地を細分化した土地利用図の整備を地理情報システム上で進める方針を立てた。 

海洋において土地利用図と同様に基盤情報となるサンゴ等のハビタット分布に関して、衛星データを用いた分類

手法を検討した。潮位補正を行うことによって多時期の画像分類の精度が向上することを明らかにした。 

 
 



サブテーマ 2 

遺伝子分析によ

る生物多様性の

遺伝的基盤の解

明と手法開発 

遺伝子 DNA 塩基配

列の違いを基準に

した生物分類群判

別手法(DNAバーコ

ーディング)を藻

類･昆虫・脊椎動物

に適用し、形態的

特徴では難しかっ

た種の同定法や、

個体群の移動の検

出法を開発する。 

ピコ～ナノサイズのプランクトンが優占する外洋環境（黒潮域と親潮域）において試料収集と試料の凍結保存を

行い、そして種レベルの簡便な多様性比較における分子遺伝学的な手法(T-RFLP 解析)の有効性を確認した。 

霞ヶ浦水系産ユスリカのうち、形態による同定が難しい３種について、遺伝子による簡易な同定法を開発した。

これにより、熟練した分類学者に依存していたユスリカの分類が低コスト（1検体あたり 100 円程度）で可能

となった。 

チョウの緑地間移動の程度を遺伝的近縁度から推定するためのマイクロサテライトマーカー開発を行い、利用可

能なマーカーを得た。 

フナ類およびナマズ類を対象に集団遺伝学的解析を行ない、移植放流に伴う国内外の移入が起こっていること

を確認した。 

 

プロジェクト２「生物多様性の広域評価およびシナリオ分析による将来予測に関する研究」 

 

 

サブテーマ１ 

生物多様性の

駆動因への応答

を定量化するた

めのモデル構築 

日本国内の絶滅危

惧植物・固有種につ

いて、分布データ、

環 境 デ ー タ の 収

集・整備を行い、分

布推定モデルを作

成する。 

希少種の分布推定

精度を向上させる

手法を検討し、方向

性を見出す。 

 

収集・整備した分布データ、環境データを用いて、日本国内の絶滅危惧植物・固有種について、地形・気候・土

地利用に関する変数を説明変数とした分布推定モデルを作成した。このモデルを用いた解析結果を、環境省野

生生物課が改定を進めている希少野生生物分布状況等データベースに提供した。 

類似した生息地特性を持つ普通種や、分布パターンの類似した普通種の情報を援用して希少種の分布推定を改善

するため、生物の空間的な分布パターンの類似性を定量的に評価する簡便な手法を開発した。 

本プログラムと関連して進めている地球環境研究総合推進費課題「S-9 アジア規模での生物多様性観測・評価・

予測に関する総合的研究」で、アジアの生物多様性関連データの解析を行うための枠組みの整備およびデータ

収集を進めた。特に、日本も含むアジア全域で標準的な生物多様性評価・予測を可能にするためのメッシュコ

ード体系の検討・整備を行い、アジア地域の環境情報（気象、標高等）を収集・整理した。 

 
 

サブテーマ２ 

駆動因変化の

シナリオ構築と

評価モデルの開

発および評価の

実施 

生物多様性の駆動

因の現状と将来予

測に関するデータ

を収集し、地図化

する。このデータ

に基づき、保護区

の効率性を評価す

る手法を開発す

る。 

日本国内における既設の自然保護区のうち、空間情報データが未整備であった都道府県立の自然環境保全地域の

データを整備した。また、同様に未整備であった都道府県立の自然公園のデータについても、国土交通省国土

計画局と共同で整備を行った。 

日本全国スケールで整備された生物分布と駆動因に関する情報を用いて、保全対策の評価および効果的な対策の

導出を行うためのモデル構築および解析を開始した。日本国内の絶滅危惧維管束植物および鳥類を対象に、で

きるだけ多くの絶滅危惧種を保全の対象とするという観点から、既存の保護区の効率性を評価した。 

愛知目標で示された数値目標にこたえる面積（陸域及び内陸水域の 17％）を保護区とする場合に、保全効果の

高い地域の探索を行った。この成果は、環境省自然環境計画課が実施する平成２３年度生物多様性評価の地図



化検討会において、その成果が活用された。 

不確実性を考慮したニホンジカの分布拡大予測を行ない、拡大がこのまま進行すれば、100 年後には都市部や豪

雪地域を除く生息適地全体に進入するとの結果を得た。絶滅危惧維管束植物の分布パターンとニホンジカ侵入

域のオーバーラップに基づくリスク評価と、ニホンジカの分布拡大の不確実性を考慮した防除優先順位判定ア

ルゴリズムの作成に着手した。 

 

プロジェクト３「人為的環境撹乱要因の生物多様性影響評価と管理手法に関する研究」 

 
サブテーマ１ 

侵略的外来生物

による生物多様

性影響評価と管

理 

外来昆虫類を対象

として、影響を受

けている在来種

を特定し、在来種

の回復を指標と

して外来種防除

手法を開発する。 

鳥インフルエンザ

ウィルスの侵入キ

ャリアーとなる野

生鳥類種を特定す

るとともに、侵入

ルートの予測を行

う。 

北海道野付半島および鵡川町をモデル地域として、セイヨウオオマルハナバチおよび在来マルハナバチの分布状

況を調査した結果、外来マルハナバチの増加に伴い、特に影響を受けるのは、営巣環境が類似する在来種２種

であることが判明した。セイヨウオオマルハナバチについて、薬剤防除手法開発のため薬剤感受性試験を実施

した結果、効果の高い薬剤が選定された。在来種も外来種とほぼ同等かもしくは低い感受性を示すことが明ら

かとなった。 

東京埠頭に侵入したアルゼンチンアリ個体群を対象として薬剤効力試験を実施した結果、薬剤投与量による防除

効率の差を定量比較することができた。 

全国から収集したガン・カモ類の糞便サンプルの中で鳥インフルエンザウイルス陽性となったものから DNA を抽

出し、DNA バーコーディング用プライマーで種判別を試みた結果、44 サンプル中 24 サンプルで鳥類種の特定

に成功した。野鳥の感染が発生した地点情報と環境要因を用いて野鳥における鳥インフルエンザのリスクマ

ップを作成した。山陰地方および宮崎県を中心とする九州地方で感染リスクが高いことが示された。 

サブテーマ２ 

遺伝子組換え生

物による生物多

様性影響評価と

管理 

GMセイヨウアブラ

ナの訪花昆虫を明

らかにして、昆虫

の付着花粉より

DNA を抽出して除

草剤耐性遺伝子を

検出する方法を確

立する。 

除草剤耐性 GM セイヨウアブラナが広範囲かつ高密度に分布している調査地で、GM セイヨウアブラナと非 GM セ

イヨウアブラナの花序、おおび訪花昆虫の採取を行った。採取した花序より花粉を取り出し、花粉の DNA に

含まれる除草剤グリホサート耐性遺伝子を検出することに成功した。さらに採集したハナバチが持っていた

花粉からも同遺伝子を検出し、 訪花昆虫が GM セイヨウアブラナの花粉を運んでいることを明らかにした。 



サブテーマ３ 

温暖化による生

物多様性影響評

価と管理 

チベット高原の長

期モニタリング

サイトの継続観

測を行うととも

に、衛星データを

利用した高山生

態系の季節相の

多様性と気候変

動の解析手法を

確立する。 

過去から現在にか

けてのサンゴの分

布データを収集

し、海水温と群集

構成の関係を明ら

かにし、温暖化影

響の指標種とその

同定方法を確立す

る。また、IPCC の

気候モデルの出力

値の整理を行い、

水温—サンゴ分布

の関係を用いたサ

ンゴ分布変化予測

の可能性を検討す

る。 

 

気候変化に伴う高山植物の種数変化や移動速度を把握するため、チベット高原で、異なる標高における気象環境

と種豊富度のモニタリングを行った。放牧を禁止することにより、種数の標高分布パターンが変わり、低標高

の種数が増える傾向があることが明らかとなった。 

衛星データを利用し、北半球における気温の変化に伴う植物の展葉期変化の関係を解析した結果、多くの生態系

では春先の気温上昇に伴い展葉期が早くなるが、遅くなる場合も少なくないことが判明した。 

水温とサンゴ群集の関係に注目し、熱帯型群集、温帯型群集、北限型群集を定めた。また、熱帯サンゴの指標と

して、スギノキミドリイシとクシハダミドリイシを選定した。 

日本近海において海水温上昇による潜在的なサンゴ分布の北上予測を行ったところ、予測されたサンゴ分布の北

上速度は現場で観測された速度よりはるかに小さかった。これは現場観測がサンゴ群体の定着を観察している

のに対し、モデルはサンゴ群集の成立を想定しており、両者の違いによるものと考える。今後、モニタリング

データによって群集動態を明らかにして予測の信頼性を高める必要性が示された。 

 

 



 

１.５ 今後の研究展望 

 

各プロジェクト間での情報交換・ニーズの確認などをこれまで同様に密に行ない、それぞれが成果を出

すとともに、全体として愛知目標の達成に資することを常に念頭に置いて研究を推進する。 

 

PJ-1「生物多様性の景観的および遺伝的側面とその観測手法に関する研究」 

本プロジェクトで整備する生物多様性情報やその観測手法は、プロジェクト２、３の推進のために活用

するとともに、対象とする場、生物群それぞれが直面する個別の問題の解決にもつなげていく。 

 

サブテーマ 1 リモートセンシングによる生物多様性の景観的基盤の解明と手法開発 

日本全国規模の土地利用情報に関しては、今年度立てた整備方針に基づき、時系列で統一的な空間解像

度や凡例での整備を行い、生物データベース等他のデータベースとの連携や公開方法を検討する。他

の空間スケール（緑地や流域など小さな空間スケール、アジア全域など大きな空間スケール）に関し

ても情報収集を行う。情報整備に際しては、既存情報とともにリモートセンシングデータの積極的な

活用を検討する。 

サブテーマ 2 遺伝子分析による生物多様性の遺伝的基盤の解明と手法開発 

これまでに有用性が確認できた分子遺伝学的な解析をより広範囲の種を対象に広げる。また、得られた

手法を活用して具体的な課題（生物相の解析、生物の移動の検出、時間的な変化の解析など）に活か

す事例を示す。 

 

PJ-2 「生物多様性の広域評価およびシナリオ分析による将来予測に関する研究」 

 

サブテーマ１ 生物多様性の駆動因への応答を定量化するためのモデル構築 

過去からの変化が定量可能な生物多様性データの収集およびモデル化を推進する。平成２３年度グリー

ン・ネットワーク・オブ・エクセレンス(GRENE)事業および地球環境研究総合推進費課題「S-9 アジ

ア規模での生物多様性観測・評価・予測に関する総合的研究」において実施されている生物多様性デ

ータのデータベース化とも適切な連携を図る。さらに、集積された範囲・期間・精度などが異なる様々

なデータを統合し活用するための手法開発に取り組む。 

 

サブテーマ２ 駆動因変化のシナリオ構築と評価モデルの開発および評価の実施 

過去からの森林・農地など流域の土地被覆変化の定量化および将来シナリオの構築を進める。また、人

口減少、大型草食動物の増加、気候変動など将来的に大きな変化が予測される要因の下で、その不確

実性に対処しながら保全を実現するための評価モデルの構築を進める。これらをベースに、科学的根

拠に基づく効果的な保全戦略の提言を目指す。 

 

PJ-3「人為的環境撹乱要因の生物多様性影響評価と管理手法に関する研究」 

愛知目標で示される、外来種や組換え生物など生物多様性への脅威に対する迅速な対策および珊瑚礁や

高山生態系のように脆弱な生態系の管理に向けて、生物多様性影響・生態系影響評価を実践し、防除

戦略・管理手法・将来予測という具体的対策に貢献する。 

 

サブテーマ１ 侵略的外来生物による生物多様性影響評価と管理 

外来昆虫防除において、本格的に化学薬剤の導入を試みるにあたり、非標的生物（在来種）に対する影

響を最低レベルに抑える生態リスク管理が必要とされることから、効率的防除手法の開発と並行して、

生態リスク評価と管理手法の開発を進める。防除に基づく外来生物個体群動態推定モデルの汎用化を

はかり、昆虫以外のさまざまな外来生物に適用可能なソフトウエアパッケージを作成する。防除に係

るコストのデータを蓄積し、防除の意思決定のための成功確率統計推定モデルの構築へ結びつける。 

 

サブテーマ 2遺伝子組換え生物による生物多様性影響評価と管理 

訪花昆虫による GM セイヨウアブラナ花粉の運搬範囲を推定するために、サンプルの採取範囲を拡大す

る。最終的に、遺伝子組換え植物が在来生態系に及ぼす影響を科学的に提示する。 

 

サブテーマ 3温暖化による生物多様性影響評価と管理 

気候変動が高山生態系の生物多様性に及ぼす影響を把握するため、チベット高原の中部地域における長



 

期モニタリング・移植実験を継続する。また、衛星データを利用した広範囲の影響予測を目指す。 

過去から現在にかけてのサンゴ分布データの収集を進め、海水温と群集や代表種など指標の高度化を行

う。また、群体の定着と群集成立を結ぶ動態モデル作成のために必要な要素（成長速度等）の収集に

も取り組む。海洋酸性化も考慮して研究を進める。 

 

１．６ 自己評価 

外部研究機関・専門家との連携や、日本全国の土地利用情報など既存データの収集体制の構築を含め、

プログラム全体としておおむね順調なスタートを切ることができた。2011 年 6 月の外部評価委員会の席

では、生物多様性条約・愛知目標への具体的な貢献のありかたを示すべきとの指摘を受けたが、そのこ

とを十分に意識して計画を立案・推進している。予算、エフォート配分などに震災の影響が少なからず

あったため、必ずしもすべてが事前の計画通りに進行しているわけではない。また、困難な課題への挑

戦がこれから始まるという部分も多々ある。しかし、プロジェクトの立ち上げから半年あまりの現段階

での成果がすでに行政・市民へと提供された事例も出てきている。即応すべきニーズには適切に答えつ

つ、プロジェクトの達成目標にむかって着実に研究を進展させていけるものと考えている。 
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２） 山野博哉 (2011) サンゴ礁・藻場・水生生物. 日本リモートセンシング学会編.基礎からわかるリモートセンシング, 理工

図書,70-72 

３） 山野博哉 (2011) サンゴの海を調べる.日本サンゴ礁学会編.サンゴ礁学(分担執筆), 東海大学出版会,73-91 
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４．口頭発表  

国外：１０件 

国内：４５件 
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１） Yamano H. (2011) Coral-reef observation from space: mapping, monitoring and management. The 28th International 

Symposium on Space Technology and Science 

【招待講演（国内）】 
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５．特許等 

０件 

 

注）同一論文が、複数の項目に重複して掲載されている場合がある。 
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